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筆者らはすでに， Toshiba健康線ランプと各種フィ

ルターを使用した実験で， ホソメコンプLaminaria

reli訴'osaMiyabe配偶体の初期発生がUV-Bで阻害され

ることを明らかにし(矢部ら 1996)，さらにUV-Aおよ

びUV-Bの照射を受けた紅藻の多くから320・330nm付

近に吸収極大を有する紫外線吸収物質(mycos伊血e-Iike

m血oacids)が放出されることを確かめた(矢部ら 1997)0

Mycosporine・likean血oacidsはFig.Hこ示された構造

を有する一群の化合物で，海洋動植物中に広く分布し

ていることが知られるようになった。筆者らは，これ

らのうちpa1川町(A.max320 nm)とshino血e(A.max 333 

nm) を紅藻エゾツノマタ ChondrusyendolYamada et 

Mikar凶から結晶として得ることができた。

1995年6月に釧路市桂恋にて採取したエゾツノマタ

を天白乾燥した後細砕し，その1.6kgを60%メタノー

ル101に浸潰し，7・10日抽出(時々按排)した後，上澄

を40'(;以下の減圧下で濃縮する。途中析出した無機塩

などを遠心分離で除去し，最終的にメタノール可溶性

のシラップ(100g)を得る。このシラップを水に溶かし

て遠心分離(10，000f.p.m.， 2伽n加.)1こかけ，浮上した黒

色粘調の油状物を除き，下層の水層部を活性炭を用い

たカラムクロマトグラフィーの試料として用いた。活

性炭カラムクロマトグラフイーを繰り返し，粗結品

617 mgを得た。この結晶は，ペーパークロマトグラ

フィーによって単一であることが確認された。

本研究では，凶凶neを種々の濃度に溶解させた海水

の紫外線防御効果をホソメコンブ配偶体の初期発生阻害

防御率によって検定し，海藻から放出される紫外線吸収

物質が沿岸域の海中生物にとっての紫外線フィルターと

して機能する可能性について考察することにした。

粗結晶はさらにメタノールで溶解し再結晶を行っ

た。得られた結晶の， mp.，は156圃1白58'(;(“d巴即c仏.ふ分析値
iはまC:4特8.6.“5，H:活6.6臼3，N陀削:11.1ωo(C1J116N20叫5としてC:岬4紗9弘引.1η7，
H:治6.6ω0，N:1l.43， 0:32.75，分子量244)0IH-NMRスペ

クトルは，Mycosporine-1ike amino acidsに特異的なメト
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Fig.l Chemica1 structu問 ofMycosporine-like amino acids. 

キシル基OH3.47 (3H， s)，ヒドロキシメチレン基OH3.85 

(2H， s)，カルボキシル基と窒素原子に挟まれたメチレン

基OH3.85 (2H， s)，および2つのシクロヘキセン環上の

メチレン基OH2.62 (2H， AB-q)とOH2.65 (2H， AB-q)のシ

グナルが観測された。この化合物はアカパギンナンソ

ウより単離されているpalytl血sとlH-NMRスペクトル

を比較しl可ーであった。

被検体の調整および紫外線照射

遊走子を得るためのホソメコンブ成熟藻体は， 1995

年10月から12月にかけて，小樽市祝津海岸において採

集した。遊走子を着底させる基質として用意した半裁

スライドグラス 10枚づつを敷いた直径14.5cmのペト

リ皿に，およそ2X 105 cell ml-1の濃度で遊走子を懸濁

させた海水100凶を注ぎ，暗所に一夜静置した。

一方，滅菌海水および0.01，0.02，0.03，0.04， 0.05 mM 

濃度でpal同曲胞を溶解させた滅菌海水10mlをそれぞ

れ入れた直径5cmのペトリ皿を用意しておき，その中

に遊走子の着底した半裁スライドグラスを一枚づっ置

いて，所定の紫外線照射を行った。同ーの実験は5回

繰り返した。光源としてToshiba健康線ランプを用い

たことをはじめ，紫外線照射の諸条件は第一報(矢部ら

M~蜘rln句l阿ne-varlne
(l"剛335nm)

Palylhenic副 d
(̂n醐337nm)

04 Mycお旬。rlne
1996)に準じた。

遊走子の着底した半裁スライドグラスは，ペトリ皿

内で深さlcmの海水の層を通して紫外線の照射を受け

るように海水の量を調節した。 Fig.3は，pal同血e濃度

の異なる海水について，それぞれのlcm層あたりの320

m における紫外線の透過率を測定した結呆を，凶列血巴

濃度と透過率との関係として表したものであり

paly首line濃度0.01，0.02， 0.03， 0.04， 0.05 mMに対して

320nmの紫外線の透過率はそれぞれ49.9，21.4，10.2，7.0

および2.1%となることがわかる。

Table 1 Amount of Damaging-UV (DUV) in the light supplied 

針。ma sunl師 lpand two f1uo田scentlamps cover芭dwith polyvinyl 

chloride sheet for 90田d120min. 
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Fig.2 H-NMR spec岡田of palythine. 

落下細菌その他の汚染を避けるために実験容器上部 けなかったスライドグラス)の値との差を求め白n回 lの

を市販の塩化ピニリデンシートで覆い，直上20cmの 値で除し I∞を乗じて配偶体初期発生の阻害率とした。

位置に設霞したToshiba健康線ランプと白色蛍光灯か

らの紫外線をペトリ皿内の半裁スライドグラスに照射 結果

した。照射時間は90分と 120分の2通りとし，双方の ほぼ等しい濃度でホソメコンブの遊走子が着底した

場合についてpalythineの濃度ごとに海水のlcm層を通 半裁スライドグラスを palythine濃度が異なる海水の

してスライドグラスに到達した紫外線の積算最をDUV lcm層の下に沈め，紫外線照射をおこなってから，PESI

エネルギー量に換算してTableIに示した。 を含む海水中で培養したところ，いずれのスライドグ

配偶体初期発生阻害率の検定

紫外線を受けた半裁スライドグラスを PES 1 

(Kawasima 1984)添加の滅菌海水に移し， 2ヶ月間， 10

'C， IOL:14Dで静置培養した。光源として白色蛍光灯を

用い，光強度を 20・25.umol m-2 s・Itこ保ち，海水は毎週
一回交換した。

培養開始時から2ヶ月後にはホソメコンブの幼胞子

体が肉眼でも観察可能な大きさに生長していた。各実

験区のスライドグラスについて無作為に選んだ部分か

ら100mm2あたりの幼胞子体をかき取って生産量を測

定し，それぞれの値についてControl(紫外線照射を受

ラス上にも長さ0.5mm-2mmの幼胞子体の生育してい
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Fig.3 Relationship between molar concentration of paly曲ineand 

tr四 smitt皿ceat 320 nm. 
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Fig.4 YOllng sporophytes of L. religiosa on the glass slides two monthes after the UV irradiation for 120 min 

ることが干確認されたが，その密度には差があり，海水の

palylhine 濃度が低いほど幼JI包子体の密度も低いという

傾向が認められた。Fig.4は palythine濃度の異なる海

水の中で、 1 20 分間の紫外線~制~ を受けた後に 2ヶ月間

培養された半裁スライドグラスの接写像をしめしてい

る。紫外線照射を受けなかったスライドグラスを

Controlとして併せて示したが，他のどのスライドグラ

スより幼胞子体の密度がはるかに高いことが明らかで

ある。しかし紫外線照射を受けたスライドグラスでも，

palythine 濃度が最も高い0.05mMから順次低くなるに

つれて ，幼胞子体の密度が漸減する様子は明らかに認

められる。

Fig.4は，それぞれの同一条件を与えられた5枚のス

ライドグラスのうちの幼JI包子体密度が宣言も平均に近い

ものを選んで示したものであるが， Fig.5は，各条件ご

との 5枚のスライドグラスの幼胞子体量の平均値と

Controlの平均値とから求めた各条件ごとの 11阻害率」
を示したものである。遊走子の着底直後に行った紫外

線照射の阻害作用は配偶体の初期発生の段階に働いた

はずなので， 1阻害率」は「配偶4材刀期発生の阻害率j
とみなせる。

紫外線照射は 90分間と 120分間の2通りとしたが，

90分間の場合は ，palythine 披度0.00，0.01，0.02，0.03，

0.04， 0.05 mMに対し，阻害率はそれぞれ 58.0， 51.8， 

50.3，47.4，38.1，33.7%となり， 120分間の場合は同じく

それぞれ71.4，61.5，57.4，50.4，48.6，43.0%となった。

さらに palythine濃度 0.00mMにおける阻害率と各

波度における問答率とから阻害防御率を算出し， Fig.6 

に示した。90分間照射の場合， 0.01，0.02，0.03，0.04，0.05

mMに対し阻害防御率はそれぞれ10.7，13.3， 18.2，34.3， 
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41.8%となり， 120分間照射の場合は同じくそれぞれ

13.8， 19.6，29.4，31.9，39.7%となった。

考察

多くの海産動植物から得られ，構造も決定されてい

るmycospo泊施明like細血oacidsは，近紫外部に吸収極大

を有するため，生産者自身のUV・AおよびUV-Bによる

損傷を防御する機能を有するものと推察された

(Shiba旬 1969)。しかし現在に至ってもそれらの紫外線

物質の役割は確認されていない。一方地球大気中のオ

ゾン層の破壊は年々進行し，それに伴い地表に到達す

る紫外線量の増加は深刻な問題と化している。

海洋の沿岸域においても，潮間帯から潮下帯にかけ

ての底生生物群集は，紫外線量の増加によって大きな

影響を受けることが懸念されるが，前報(矢部ら 1997)

で示唆されたように紫外線量の増加は海藻による紫外

線吸収物質の放出を促進し，それらが海中に溶出して

結果的に沿岸域の生物群集を保護する可能性も存在す

る。本研究の結果は海中にエゾツノマタ藻体から海水

中に溶出したpaI:同慨が紫外線による海藻の生育阻害

を防御する可能性を示唆するものと言えるが，実際に

沿岸の海水中に存在する紫外線吸収物質の濃度測定や

現場での底生生物の生育阻害防御の検定は今後の課題
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である。
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